









































































第 3章から第 6章までは、序章で整理した 4つの類型ごとに事例分析を行った。第 3
章では、対抗型の理念を掲げるフリースクールWの活動をとりあげた（調査期間は 2006










































































に、フリースクール H の前身は補習塾であり、2000 年代前半に補完型から交渉型に活
動が変化していた。具体的には、自由時間が導入されたり地元教育委員会から事業委託
を受けるようになった。その際に重要なのは、フリースクールHにおいて使用されてい
る「居場所」の概念である。「居場所」という多義的な理念（「理念なき理念」）を掲げ
ることで、子どもの自主性を尊重した体験学習と高校・大学への進学を目指した受験勉
強、という対立する二つの活動を同時に実施することが可能となっていた点である。そ
の一方で、第二に、フリースクール Hの近年の活動状況に注目すると、高校に通学し続
けることが困難な生徒や大学受験を目指す生徒が多数在籍し始めるなかで、学習会の取
り組みに重点が置かれるようになっており、その意味では交渉型から補完型へと移行す
る萌芽がみられた。このように、フリースクール Hは大枠としては不登校の脱病理化と
学歴保障という 2つの教育戦略の両立を目指しながらも、学歴保障の方向へもたびたび
活動を転換させているため、交渉型と補完型という二つの類型の間でゆらぎながら活動
を展開していたと結論づけられる。  
終章では、以上の議論をふまえ本論文が序章で掲げた問い、すなわち「不登校児童生徒」
の教育保障という観点から、既存の学校空間の「オルタナティブ」を掲げる教育現場にお
いて、「不登校支援」をめぐるジレンマがいかに対処されているかを考察することで、近代
学校空間に対する「オルタナティブ」とは何か、という問いに対する回答を試みた。最初
に、4 つの事例から得られた知見の共通性と多様性を整理し、オルタナティブ教育におけ
る「転換型実践」（順応型転換、特化型転換、離脱型転換、往復型転換）という観点から各
類型間の通時的な変容過程について考察することで、先行研究の知見を再検討した。具体
的には、不登校の脱病理化（自己実現）と学歴保障（地位達成）の両立を余儀なくされる
「二重のジレンマの時代」と呼びうる時代状況に対し、オルタナティブ教育の現場がいか
に順応し、またそこから離脱を試みているか、その生存戦略上の実践過程を実証的に明ら
かにした。次に、本研究の事例から得られた知見を教育社会学の研究蓄積のなかにあらた
めて位置づけ、1）可変性、2）複数性、3）開放性を要件とする新たなオルタナティブ教
育像（alternativeness）を提示した。これら三つの要件は、序章で論じたように、先行研
究の議論のなかで近代学校空間の特徴とされてきた三要素、すなわち、1）単一性、2）固
定性、3）閉鎖性という要素と対応しており、先行研究においてはそれぞれ理念的かつ個
別的に論じられることはあったものの、統制主義／自由主義という統一的な分析枠組みの
もとで実証的に論じられてはこなかった知見である。最後に、本論文全体の議論をふまえ
て、オルタナティブ教育（Alternatives）の比較社会学の可能性について言及し、全体の
結論とした。  
